
流域治水プロジェクト【芦北町の取組み～逃げ遅れゼロの推進～】

・戸別受信機を全世帯に設置済 ・芦北町公式LINEの運用開始（4/12リリース）
・Ｌ２対応のハザードマップを全世帯に配布済（全世帯配布完了）
・災害時孤立集落発生危険地域への防災機能強化を実施（6/29配備完了）
・発災後の災害対応機能強化（チャット機能を用いた被害情報の共有、ドローンの活用）
・住民参加型の情報伝達訓練を実施（6/6）・ＷＥＢ版ハザードマップの公表（6/25リリース）

＜災害時孤立集落発生危険地域への防災機能強化＞
＜ドローンの活用＞

発電機 投光器 台車 携行缶 コードリール 大型扇風機

簡易トイレ 乾電池 工具セット カセットボンベ カセットコンロ ブルーシート

【配備資機材一覧】

・孤立が解消されるまでの間、集
落が孤立したとしても最低限の生
活の維持ができるよう、地区の防
災機能を強化する目的で以下の資
機材を収納した倉庫を配備

＜LINEを用いた情報伝達＞ ※実際の配信画面 ＜ハザードマップ＞ ＜ＷＥＢ版ハザードマップ＞

資料２


